


















































; ; -内測平均 






d: 局所的に変換した測地距離（ 2 R)
g:  > 0でパラメトライズされる凹関数
(): L損失関数（  1) 
; ; それぞれについて順を追って説明する．
【CAT(0), CAT(k)と内測平均】
測地距離空間 (X ; d)がCAT(0)空間であるとは，任意のa; b; c 2 Xと
a0; b0; c0 2 R2がka0  b0k = d(a; b)等をみたすとき，測地線上のp 2 ebcと，



















データ空間M上の確率分布の密度関数fに対して，二点x0 = z(0)，x1 =





































































































































































d(x0; x1) = g(d(x0; x1)) ( > 0);
g(z) =

sin(z2); for 0  z  ;







の変化により，内測平均の目的関数f (m) = Pi g(d(xi;m))2の極
小点の数を調整でき，クラスタリングに応用できる．
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